「科学と社会」　2006後期末試験問題　2007.2.1　（萩谷出題）

以下の問題の中から自由に４問を選んで解答しなさい。解答は、問題番号を明記し、各問５行程度を目安として解答用紙に記入すること。必要があれば裏面に記入しても構わない。問題用紙の提出は不要である。
１．西欧近代科学の発展において、宗教（特にキリスト教）はどのような役割を果たしたか。プラスとマイナスの両面について、説明せよ。

２．原子爆弾と原子力発電所の共通点、相違点について、詳しく説明せよ。

３．戦争と科学・技術の関係について、一例を挙げて説明せよ。

４．我が国の科学技術の発展について、歴史的な経緯をふまえて、その特性を説明せよ。

５．いわゆる「理科離れ」の原因について論ぜよ。

６．「地球は球である」または「光に速度がある」という科学的事実を証明する方法を考案せよ。

７．科学とマスメディアの関係について、歴史的視点から論ぜよ。

８．現代社会における科学・技術の課題として重要と考えられる項目１つについて説明せよ。

（以上）
